
暮らしの安全・安心！
防災力をアップ

コンセプト

●低学年児童用GPS端末購入費の助成	　 756万円
小学校低学年の児童の保護者が子どもの居場所を
把握し、見守ることができる機器の購入費を助成

●犯罪被害者等支援条例の制定	 　 　　　　　 29万円
市の犯罪被害者等の支援に関する
基本理念やその方向性を示すもの
として、犯罪被害者等支援条例を
制定

●立川市地域防災計画の修正	 　　　　　　　 253万円
災害時の避難所の見直し等、防災課題を検討。地域防災計画、災害
時の帰宅困難者・駅前滞留者に関する対応計画を修正
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　令和６年度予算案は、市長公約にある50項目の政策の実現を目指しつつ、議会

からの提案や市民の皆さんの要望なども積極的に取り入れて編成を行い、 「優しさ

と安心をカタチに！子育て・暮らしの笑顔あふれる予算」としました。

　予算案は、現在開催中の令和６年第１回市議会定例会で審議されています。

問財政課・内線2675

昨秋市長に就任以来、初めての通年本予算を編成させていただきまし

たが、この予算案は、編成作業において、多数の皆さんの知恵や尽力を

積みあげ、まるでひとつの ＂作品＂ をつくるような思いがしています。

この作品のタイトルを「優しさと安心をカタチに！子育て・暮らしの

笑顔あふれる予算」と名付けさせていただきました。

昨年、私は公約を練り上げる際、ひとりひとりの顔が浮かぶくらいに

市民のなかに溶け込み、市政へのさまざまな願いを50の政策にまとめ

ました。まずこの公約として掲げた50項目について、可能な限り最優

先で実現することを目指しました。

　令和６年度一般会計の予算は、863億7,200万円で、前年度に比べて9億8,000万円、1.1
％増加しました。
　予算規模は過去最大で、対前年度比は３年連続で増加となっています。

さらに議会からの貴重な提案や市民の皆さまからの新たな要望、市職

員の発想なども積極的に取り入れるように心がけました。

思いは際限なく増えていきますが、必要以上に貯金（基金）を取り崩す

ことのないよう、＂あれも、これも＂ ではなく ＂あれか、これか＂ を心掛

けてまいりました。

令和６年度は令和７年度から今後10年の立川市の未来を描く基本構

想・基本計画への橋渡しとなるターニングポイントとなります。市民の

皆さまに新しい立川市政の産声を感じていただき、将来への期待が持て

るような市政経営に努めてまいります。

令和6年度予算案
いよいよ始動！「優しさと安心をカタチに！
子育て・暮らしの笑顔あふれる予算〜第一章〜」

子育て安心・
暮らしの笑顔倍増

まちに健康・
心豊かに生きる力を応援

コンセプト コンセプト

令和６年度予算案

令和6年度予算案の編成にあたって 立川市長

●学校給食費を無償化	 　　　　　 9億188万円
令和６年４月から市立小・中学校
に通う児童、生徒の学校給食費を
所得制限を設けず無償化（市長公約
に基づく小学校での無償化に加え、
都の補助制度を活用して、中学校
においても無償化に取り組みます）

●補聴器購入費の助成制度の導入	　 521万円
難聴等で聞こえに課題があり、要
件を満たす方に補聴器本体購入費
を助成

●未就学児の国民健康保険料（均等割額）の無料化	   1,129万円
未就学児の保険料（均等割額）を国の制度とあわせて市の独自制度で
軽減し、令和６年度から無料化

●社会参加支援の場「地域福祉アンテナショップ」を拡充など	    9,917万円
地域福祉アンテナショップの拡充などにより、ひきこもりやケアラーとい
った制度の狭間や複雑化・複合化した課題を抱える方の課題解決を支援

●不妊治療の医療費助成制度を新設	 　　　　 525万円
不妊治療を受ける市民を対象に、医療保険適用治療と併用した先進
医療、自費診療の費用を助成

●成人歯科健康診査個別受診勧奨通知の送付	　 503万円
20歳と40歳の市民約4,500人に、はがきによる歯科健診受診の勧奨
通知を個別に送付

●ストマ用装具の給付基準額を引き上げ	　     4,732万円
令和6年４月から消化器系・尿路系の給付基準額を引き上げること
で、オストメイトの暮らしの維持・向上を推進

●くるりんバス元気いっぱい車内放送プロジェクトを開始	   25万円
小学生を対象に車内のバス停案内をスタジオ収録する体験イベント
を開催するとともに、実際に収録した音声案内をくるりんバスで放送

●障害児・障害者の移動支援事業の利用範囲を拡充	     7,423万円
移動支援ヘルパーの報酬単価を引き上げるとともに、通学、障害福
祉サービスへの通所などの際も利用を可能にし、利便性を向上

●がん患者ウィッグ・胸部補正具購入等費用の助成	　 251万円
がん治療に伴う脱毛や乳房の切除などで外見の変化に悩みを抱えて
いるがん患者に対し、ウィッグや胸部補正具の購入費を助成

●子どもの居場所づくり	　　　 2億5,249万円
放課後子ども教室くるプレを新た
に４校（一小、三小、柏小、上砂
川小）に導入し、市内11校で実施
するなど、子どもの居場所づくり
と学童保育所の待機児童解消に取
り組む

予算額 前年比
一般会計 863億7,200万円 1.1％

特別会計

競輪事業 269億2,466万円 △32.4％
国民健康保険事業 174億5,714万円 △0.9％

駐車場事業 7,501万円 0.0％
介護保険事業 152億8,674万円 0.8％

後期高齢者医療事業 51億3,506万円 7.5％
合計 1,512億5,061万円 △7.1％

下水道事業会計 予算額 前年比

収益的収支
収入 55億1,229万円 6.9％
支出 53億   888万円 12.9％

資本的収支
収入 20億   321万円 △53.0％
支出 29億8,832万円 △41.7％

行財政改革を進めています

■健全な財政運営のための自主財源の確保	　2,468万円
・・コトブキヤスタジアムのフェンス広告スペースの使用料
・・ネーミングライツスポンサー料収入
・・市ホームページのバナー広告等による広告料の収入

など

■行政手続きのデジタル化等のDXの推進による市民サ
ービスの向上と業務の効率化
・・オンライン申請対象手続きの拡充
・・使用料・手数料支払い時のオンライン決済の導入を推進

市民に優しい、
市役所経営を極める

コンセプト

視点は環境！
暮らしと事業が好循環

コンセプト

●産業振興計画の策定	　　　 　　　　　　　 590万円
令和7年度の計画策定に向けて、立川市を取り巻く経済・産業分析
とアンケート調査、ヒアリング調査の実施

●PFASの市独自調査の実施	 　　　　  　　　 770万円
市内の地下水質の状況を把握するため、市所有井戸と一部の民間井
戸を対象とした独自調査を実施

●太陽光パネル及び蓄電池の設置	 　   　 13億496万円
七中の新体育館建設工事と松中小の中規模改修工事に合わせ、太陽
光パネルと蓄電池を設置　

●公契約条例の制定を推進	 　　  　　　　　　 33万円
地域の活性化や公共事業の適正化、適正な労働環境の整備を目的と
して、公契約条例の制定を推進

●返礼品なしのガバメントクラウドファンディング	     
好きな地域やふるさとを応援したいという方々の思いを形にしてい
くための制度として、新たな社会問題解決型寄付の返礼品なしのふ
るさと納税（ガバメントクラウドファンディング）を本格実施

●日本語教室の推進	 　　　　　　　　　　　 353万円
子ども日本語教室などを体系的に実施し、外国人が安全・安心に暮
らせるよう支援

●コンビニ交付手数料10円キャンペーン
令和6年4月1日から令和7年3月31日まで、コンビニ交付で取得す
る証明書の発行手数料を10円に変更

●フードシェアリングサービスの導入	　 64万円
サービスを利用する市民（ユーザー）と協力店がマッチングすること
で、フードロス、事業系ごみを削減

863.7億円
1,512.5億円

一般会計

一般会計と5つの
特別会計の総額

問行政経営課・内線2703

犯罪被害者等支援シンボルマーク
「ギュっとちゃん」

こまめな換気や手洗いなど、 感染症の予防にご協力をお願いします。

電子申請は、「立川市電子申請ポータルサイト」で申請できます（右２次元コードからアクセス可）


